
　　　　　　利用者の孤立感の解消や心身
機能の維持、家族の介護の負担軽減などを目
的として実施され、食事や入浴などの日常生
活上の支援や、生活機能向上のための機能訓
練や口腔機能向上サービスなどを日帰りで提
供します。

　　　　　　利用者の自宅を訪問し、食事・
排泄・入浴などの介護（身体介護）や、掃除・
洗濯・買い物・調理などの生活の支援（生活
援助）をします。

　　　　　看護師などが疾患のある利用者
の自宅を訪問し、主治医の指示に基づいて療
養上の世話や診療の補助を行ってくれます。

訪問看護や、病状の管理や、内服薬の処方をし
てもらったり、療養上の相談をすることができる
居宅療養管理指導などもあります。また、歯科
医師による診察や栄養士による療養食の指導
も受けられます。
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頼永　将志

(50音順)

６月３０日深夜、けたたましい音で携帯電話が緊急情報を告げ、音と警戒レ

ベル４避難指示という内容に“事の重大さ”と恐怖を感じました。

とくぢ苑は一部土砂災害警戒区域に入っていることから、山に近い居室のご

利用者にはなるべく離れた居室に移動してもらい一夜を過ごしました。

また、８日には高齢者等避難が発令されたことから、急遽デイサービスを中

止し、ご自宅やご希望により指定避難所へ送り届けました。

これから台風シーズンとなりますが、災害が起きないことを切に願います。





　
介
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在居者 従来型54人、ユニット型20人（3月現在）

年間退所者 従来型16人、ユニット型5人
年間入所者 従来型15人、ユニット型5人
ショートステイ年間延利用者数 3,640人

特別養護老人ホームとくぢ苑

開所日数 290日
〈通所介護〉 年間総利用者数 6,578人
〈日常生活支援総合事業〉 年間総利用者数 2,966人

とくぢ苑デイサービスセンター

在居者 9人(3月現在)
年間退居者3人、年間入居者3人

グループホームかじかの里

在居者 12人（3月現在）
年間退居者1人、年間入居者2人

生活支援ハウスまなご

〈訪問介護〉
年間総利用者数 266人／訪問回数 2,601回

年間総利用者数 120人／訪問回数 859人
〈介護予防・日常生活支援総合事業〉

とくぢ苑ホームヘルプサービス

ケアプラン作成件数（年間） 1,858件

とくぢ苑指定居宅介護支援事業



【泉質】 単純弱放射能冷鉱泉（低張性弱アルカリ泉）

【特徴】 一般的に言われる美肌の湯。ちょっと硫黄のような

日替わりのレクリエーションを企画しています。

ゲーム感覚の楽しいものもありますよ

臭いがします。 （pH8.1）

【適応症】 筋肉もしくは関節の慢性的な痛み又はこわばり

（腰痛症、神経痛）、冷え性、疲労回復、健康増進など

【泉質別適応症】 痛風、関節リウマチなど
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